










ン人は 2006 年に 100 万人を突破し、海外に滞在するフィリピン人は人口



































































会は主に信徒メンバーの家で行われていた。2013 年の 3 月と 9 月に観察
したときの礼拝出席者数は 20～30 人で、それ以外の集会は 10 ～ 20 人程
度であった。出席者のほとんどはフィリピン人ないしフィリピン出身者で
あったが、若干名のオーストラリア人も出席しており、特にメンバーの配
偶者 1 人を含む 2 人は、ほぼ全ての集会に出席していた。年齢は 20 ～ 30
フィリピン人移住者にとっての教会の機能
－ 4－













































































































































































































































































 1  鈴木有理佳「フィリピン」アジア経済研究所『アジア動向年報 2006』2006 年，
p. 315.
 2  マテオ、イバーラ・Ｃ（北村正之訳）『「滞日」互助網－折りたたみ椅子の共同体』
フリープレス，2003 年．






リスト教を知る事典』教文館、1996 年， p. 309. ）
 4  マテオによる東京での調査は 1995 年に 6 ヶ月間行われた。筆者のシドニーで
の調査期間は、2013 年 3 月 22 日～31 日と 9 月 5 日～23 日であった。なお調
査地名と人名は、マテオの研究の参照部分を含め全て仮名である。
 5  マテオ，pp. 82, 219-223. 
 6  マテオのあげていない教育的機能に焦点をあてた事例研究もある。（三浦綾希
子「フィリピン系エスニック教会の教育的役割－世代によるニーズの差異に
注目して－『教育社会学研究』第 90 集，2012 年，pp.191-211）これはフィリ















 7  マテオ，pp. 44, 69, 238. 
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17  マテオ， p. 228.
18  フォーク・カトリシズムについては、次を参照。リンチ、フランク「フィリ
ピンのフォーク・カトリシズム」ホルンスタイナー、メアリー・R（山本まつ
よ訳）『フィリピンのこころ』めこん、1977 年 .  





21  マテオ， p. 231.
22  マテオ， p. 219.
［付記］本稿は「環太平洋地域における移住者コミュニティの動態の比較研究―近
年の変遷に注目して」（2011 年度～ 2014 年度科研費補助金（基盤研究Ａ）、研究代
表者・栗田和明・立教大学教授）の成果の一部である。
（本学教員、JICE 所員）
